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■現状と課題
市内には豊かなみどり環境を活かして、10年以上にわたっ

て市と連携しながらみどりの活動を続けている市民団体が

あります。現在、みどり関連の市民団体は、市内の状況や

課題の変化に対応しながら、活動の内容やスタイルを変え、

質的向上とともにその数も増え続け、みどりを市民目線で

支えています。

また多摩市としても、みどりに関わる人材育成の取組み

として、「グリーンボランティア講座」を支援し、人材育成

を進めてきました。

一方、公立の小・中学校を対象に、持続可能な社会の担

い手を育成するため、「2050 年の大人づくり」をキャッチフ

レーズに、 ESD※（ 持続発展教育）を推進しています。

 ESD は、環境やエネルギー、国際理解などの様々な課題に

対して、「持続可能な社会の構築」の観点から、解決を図ろ

うとする人材を育成することです。学校と地域、市、市民

団体等が連携・交流しながら取組みを進めています。

■今後の取組み
多様なみどりを守り育てていくには、行政のみならず、

市民、市民団体、事業者等の多様なみどりへの関わりが不

可欠です。多様な主体が連携したみどりに関する様々な取

組みや活動を、多くの市民が気軽に楽しく参加できるイベ

ントなどの機会を設け、活動への参加促進やボランティア

の育成につなげていきます。

また、幼少期から環境への関心を高めていくため、地域

住民や環境に関わる市民団体等と連携した  ESD の取組みを

さらに推進していきます。

このようなみどりと市民の関わりから、人材の育成や人

的ネットワークの拡充を推進していきます。

【施策の体系】
（13）みどりに関する活動、環境教育・環境学習の推進

（14）みどりに関する情報発信の充実

普及啓発
施策方針D
市民とみどりをつなぐ取組みを充実していきます。

みどりを活かした自然学習の機会の
提供

多摩のみどりを支えるグリーンボラン
ティア等の育成

大学と連携したみどりの取組み

市民協働のみどりの取組みを推進す
る拠点の提供
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体験型活動
イベント等
の開催

環境教育
環境学習

人材育成
体制づくり

みどりに関わる
市民団体や事業
者等の活動支援

活動拠点の
提供

普及啓発
興味促進

適切な情報
提供

市民のみどりへの関わりの推進や情報発信の充実

みどりと市民をつなぐ様々な取組みをさらに進めていきます

※  ESD（ 持続発展教育、Education for Sustainable Development）

全ての人々が安心して暮らせる未来を実現するには、学校
だけでなく、地域や社会のあらゆる場面で、一人ひとりが「関
わりやつながり」を尊重し、互いに協力し合いながら、さまざ
まな課題に力を合わせて取り組んでいくことが必要です。その
ために必要な力や考え方を人々が学び育むことが  ESDです。
 ESD は、我が国の提案により国連で採択された国際的な
取組みで、2005 年から「国連持続可能な開発のための教
育の 10 年」がスタートしています。日本においても、多
くの教育機関で取り入れ、地域に応じた取組みを実践して
います。

 ESD の概念図
（出典： ユネスコスクールHP)

ESDの基本的な考え方
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施策

１）みどりを楽しむ体験型活動の充実【改善】
農地を含めた積極的なみどりへの市民の関心や関わりを深めるために、体験型活動の機会（み

どりに関するイベント、自然体験教室、自然観察会、農業体験等）を、庁内の関係課や関係市民

団体等と連携し、場の提供や活動支援をさらに進めていきます。また、身近な公園緑地のリニュー

アルの際に、パブリックコメントやワークショップによる計画づくりなど、市民参加の機会の提

供を推進していきます。

その他、地域の大学生にみどりの保全活動を通じて、みどりに対する関心の喚起や行動力の向

上を養うグリーンキャンパスプログラム※（東京都）を継続的に進めていきます。

■主な取組み（事業や制度、手法等）
・体験型イベントや体験活動の実施・支援、場の提供

【みどりの環境学習、子ども向け自然観察会、多摩昔の暮らしと自然の関わりの講演会や学

習会、炭焼きや雑木林の手入れ体験会、歴史めぐり（みどりや文化財の残る原風景の散策）、

農業ウォッチング・ラリー（収穫体験）、水辺の清掃活動等】

・市民団体等と連携したみどりの環境調査

・家庭菜園や体験型市民農園など農を楽しむ機会の提供

・ワークショップによる身近な公園緑地リニューアル計画の作成

・グリーンキャンパスプログラムの推進

２）地域と連携した環境教育・環境学習の推進【改善】
公立小・中学校で進めている ESD と、地域でみどりに関する活動を進めている市民団体等が連

携した環境教育や環境学習の機会の創出や支援を推進していきます。

■主な取組み（事業や制度、手法等）
・小・中学校と地域が連携した環境教育の推進

・幼児等への環境学習の支援

３）人材の育成と体制づくり【改善】
多摩のみどりを支えるグリーンボランティア育成講座の実施など、みどりを支える人材育成支

援を継続して進めます。また、市民や市民団体等のみどりの活動を支える体制づくりとして、活

動や情報交換の拠り所となる活動拠点の提供とその拠点機能の拡充を図ります。

■主な取組み（事業や制度、手法等）
・みどりに関する各種講座や学習会の実施（グリーンボランティア育成講座等）

・みどりの取組みを推進する人材育成支援や活動団体の設立支援

・みどりに関する市民や市民団体等、ボランティアの活動拠点や環境学習拠点の提供

・大学、市民団体等、行政の協働による効率的な拠点施設運営の推進

みどりに関する活動、環境教育・環境学習の推進

みどりと市民をつなぐ様々な体験型活動の場や情報発信拠点の提供やイベント、
人材育成等の支援を積極的に進めます。また、公立の小・中学校で進めている
ESD（持続発展教育）とともに、地域特性に応じた様々な取組みを市民や市民
団体、事業者等と連携し環境教育・学習を推進します。
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※グリーンキャンパスプログラム

本プログラムは、東京都が平成 20年度から実施しており、大学と東京都が協定を結び、大学生
に緑地保全活動に参加する機会を提供して、緑の保全に対する関心の喚起や行動力の醸成を促すこ
とを目的としています。
恵泉女学園大学が、「東京グリーン・キャンパス・プログラム」の大学として、多摩東寺方緑地
保全地域で活動しており、恵泉女学園大学、東京都、多摩市と活動の運営・指導を行うNPO法人
花咲き村の 4者で大学生の緑地保全活動等を支援するというしくみでの実施を推進しています。

●みどりの活動、環境教育、環境学習の推進に向けて
■みどりを楽しむ体験型活動や環境学習の活動支援

■小・中学校と地域が連携した環境教育・環境学習の推進

■みどりに関わる人材の育成及び体制づくり

体験型活動の実施支援 体験型活動の実施支援 グリーンキャンパスプログラムの
推進

小・中学校での ESD（持続発展教育）の実施 地域でのみどりの活動

市民団体

地域住民

連携

雑木林管理 稲刈り体験

草刈り講習会 樹木の剪定講習会

市民や市民団体のみどりの
活動を支える「拠点の提供」

拠点

多様な活動の展開へ

情報拠点
活動拠点

用具保管
講座開催

人材交流

情報発信

環境調査

自然体験

みどりの維持管理

人材育成の機会の提供
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施策

１）みどりに関する活動等の普及啓発の推進【改善】
多摩市役所のホームページや「たま公報」の活用、市民団体等との連携により、みどりの講座

や講習会、体験型イベント等の開催に関する情報発信を積極的に行い、みどりに関する関心や知

識の向上、理解促進に努めていきます。また、みどりの保全・活用・緑化等に尽力している市民

や市民団体等に対し、表彰制度等のインセンティブの付与を検討していきます。

一方、みどりに関する市民団体等や事業者の活動を支援するとともに、各団体間の連携支援や、

情報発信拠点づくりの支援を行います。

■主な取組み（事業や制度、手法等）
・大学や市民団体等と連携したみどりのホームページ立ち上げ及び運営支援

・市民団体等や事業者、行政等の連携による情報ネットワーク体制の構築

・ホームページや広報の活用によるみどりの活動の普及啓発

・コンテストや表彰制度の実施

２）みどりの取組みの適切な情報提供やＰＲ【改善】
市民のみどりの大切さや関心を深めるため、パンフレットやホームページでの情報提供や、多

摩市のみどりの現状と取組み状況について、市民にわかりやすく取りまとめ、公表するとともに、

施策の実施効果等を検証し、継続的な改善に役立てていきます。

また、市内のみどりの魅力や楽しみ方などの市民への情報提供を、ホームページやパンフレッ

ト、散策マップ、相談窓口、出張展示、各種イベントとの連携など多様なツールを活用して推進

します。

また、多摩の多様で豊かなみどりを市内のみならず市外へも広くＰＲし、多摩市のイメージ向

上や来街者の増加等につなげていきます。

■主な取組み（事業や制度、手法等）
・毎年のみどりに関する取組み事項の取りまとめと公表

・PDCA サイクルを見据えた成果の取りまとめと公表

・多様な情報提供ツールの充実（ホームページ、窓口相談、広報、パンフレット、報告書等）

みどりに関する情報発信の充実

みどりの保全・再生・創出・活用等に関する市民への適切な情報提供や、みど
りの保全活動等への関心の向上に向けて、普及啓発を推進してきます。また、
市民や市民団体などのみどりの活動に関する活動や情報提供に関する支援を進
めます。
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■みどりの活動等の普及啓発の推進

■みどりの取組みの適切な情報提供

み
ど
り
の
活
動
等
へ
の
参
加
や
興
味
促
進
へ

Action

Plan Do Check

Check

●みどりに関する情報発信の充実に向けて

グリーンライブセンターのホームページ


